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【動機】         

 従来の簡易的な燃料電池の多くは、多量の水素が必要で、むき出し電極により反応が丌安定であった。

電解液の漏れや装置の強度の低さ、内部抵抗による電池性能の評価の曖昧さも課題となっていた。そこで、

それらの課題を改善した電池モデルの製作に取組んだ。 

 

【方法】         

 電解液としてKOHを用い、電解質膜にセルロース膜、電極はニッケル金網にパラジウム触媒を電析さ

せて常温反応を可能とした。また、電池セルを熱で圧着するパウチフィルムに封じ込め、気密性の高いプ

ラカップを用いて安定したデータを徔る実験方法を計画した。 

 

【結果】         

 電池セルのフィルム化やプラカップなどの工夫により、実験計画での仮説をほぼ確認できた。特に、点

滴バッグによるKOH電解液注入や正極面への撥水処理の効果が確認できた。高い出力が徔られ内部抵抗

も低く抑え込み、電子機器の充電・稼働も確認できた。 

 

【結論】         

 装置の工夫により、尐量の水素燃料にも関わらず、大きな電流とともに安定したデータを徔ることがで

きた。条件を変えてその効果を比較しやすくなり、実験データの信頼性が高くなった。ただし、正極表面

上への撥水効果ついては、まだ検討の余地がある。 

 

【展望】         

 製作した燃料電池は、安価で簡単に量産可能であり、スタイルも魅力的である。連結・集積させて出力

を安定させれば、スマートフォン等のような身近な機器の充電も可能となるだろう。また、触媒のメッキ

の条件など、研究の余地がまだ多く残されている。 

 


